
令和３年度入学試験問題
２月３日　実施

　　　　　社　　会　（30分）

〔注　意〕

１．試験開始の指示があるまで問題を開いてはいけません。

２．問題冊子は10ページあります。試験開始後すぐに確かめてください。

３．解答はすべて解答用紙に記入してください。

４．問題冊子の表紙および解答用紙には、受験番号（算用数字）と氏

名をはっきり書いてください。

５．「漢字で答えなさい」という設問については、解答を漢字で書いて

ください。

６．試験終了後、解答用紙のみ集めます。問題冊子は持ち帰ってくだ

さい。

７．試験中、机の上から物を落としたり、気分が悪くなったり、何か

用ができた時は、手をあげて監
かんとく

督の先生に知らせてください。

受
験
番
号

氏
　
　
名

東京女学館中学校
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【１】次の文章を読んで、問いに答えなさい。

　東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会（東京 2020 大会）は、新型コロナウイルス
の世界的な感染拡大のため１年延期となり、2021 年に開

かい

催
さい

が実現できるかどうか心配する声も
あがっています。オリンピックは「平和の祭典」と言われますが、歴史をふりかえると、戦争の
影
えい

響
きょう

で中止された大会が３回ありました。
　1916 年のベルリン大会は、第一次世界大戦のため中止されました。この大戦で敗れたドイツ
は、① 1936 年にベルリン大会を実現させて、敗戦からの復興を国内外に印象づけました。しかし、
そのわずか３年後の 1939 年、ドイツは第二次世界大戦を引き起こしました。次の 1940 年の東京
大会は関東大震災からの復興を世界に示す大会となるはずでしたが、② 1937 年に始まった戦争
が長期化したため日本は開催国の地位を返上し、「まぼろしの東京オリンピック」に終わりました。
そして、東京の代わりとなるヘルシンキ大会、1944 年のロンドン大会は、いずれも第二次世界
大戦により中止されました。

③ 1964 年の東京大会は、④高度経済成長が続く中で開催され、日本の敗戦からの復興を世界
に強く印象づけました。そして、⑤東京 2020 大会は、東日本大震災からの復興を世界に示す大
会となるはずでした。それが延期となった今、人類が感染症からの復興をとげて大会の開催を実
現できるかどうか、世界中の人々が注目しています。

問１ 下線部①について、この大会で日本はマラソンで
初めての金メダルをとり、銅メダルもとる好成績
を残しました。図表１は、金メダルの孫

ソン・ギジョン

基禎（中
央）と銅メダルの南

ナム・スンニョン

昇龍（左）の表
ひょう

彰
しょう

式の様子で
す。彼らは朝鮮半島で生まれ育ったにもかかわら
ず、「日の丸」を身につけ、「君が代」の演奏が流
されたのはなぜですか。当時の日本と朝鮮の関係
から説明しなさい。

問２　下線部②について、1937 年の出来事として正しいものを、次のア〜エから一つ選び、記
号で答えなさい。

（ア）日本軍がハワイのアメリカ軍基地を攻撃した。
（イ）日本軍が中国の首都南

ナン

京
キン

を占
せん

領
りょう

した。
（ウ）アメリカ軍が日本各地の都市を空

くう

襲
しゅう

した。
（エ）日本軍が中国の東北部を占領し、満州国として独立させた。
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図表１
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問３　下線部③について、下の文章は、開会式を見た、ある作家の感想です。文中の空らん
 に入る語句としてふさわしいものを、次のア〜エから一つ選び、記号で答えなさい。

（ア）出
しゅつ

陣
じん

学徒　　　（イ）ひめゆり学徒隊 　（ウ）神風特
とっ

攻
こう

隊　　　（エ）集団疎
そ

開
かい

　第十八回オリンピック東京大会の開会式を見た。美しかった。（中略）
　二

（ 1 9 4 3 年 ）

十年前のやはり十月、同じ競技場に私はいた。女子学生のひとりであった。出
しゅっ

征
せい

してゆく学徒兵たちを秋雨のグラウンドに立って見送ったのである。（中略）オリン
ピック開会式の進行とダブって、  壮

そう

行
こう

会の日の記
き

憶
おく

が、いやおうなくよみが
えってくるのを、私は押えることができなかった。
　天皇、皇后がご臨席になったロイヤルボックスのあたりには、東条英

ひで

機
き

首相が立っ
て、敵米英を撃

げき

滅
めつ

せよと、学徒兵たちを激
げき

励
れい

した。（中略）学徒兵たちは制服、制
せい

帽
ぼう

に着
ちゃっ

剣
けん

し、ゲートルを巻き銃
じゅう

をかついでいる（中略）。私たちは泣きながら征
ゆ

く人々
の行進に添

そ

って走った。髪
かみ

もからだもぬれていたが、寒さは感じなかった。おさない、
純な感動に燃えきっていたのである。

（杉本苑子「あすへの祈念」〔共同通信、1964 年 10 月 10 日配信〕、
『1964 年の東京オリンピック』〔河出書房新社、2014 年〕より転載）

問４　下線部③について、下の文章は、開会式を見た、ある作家の感想です。下線部の「青年」
の生年月日は、1945 年の何月何日ですか。算用数字で答えなさい。

　そして聖火、たいまつ
0 0 0 0

をかかげた青年は、大きく堂どうたるストライドで、じつに
美しく走る。（中略）かれが聖火の最終ランナーに選ばれたとき、日本在住の米人ジャー
ナリストは、それが原爆を思いださせて不

ふ

愉
ゆ

快
かい

だといった。そこで、われわれは、あ
らためて、かれが原爆投下の日、広島で生れた青年であることを意識したのだった。

（中略）ヒロシマの悲
ひ

惨
さん

を背後にひかえて、なお健康にみちあふれた広島生れの青年が、
いっさんに聖火台に駈

か

けのぼる光景に、ぼくは感動する。ぼくは愉
ゆ

快
かい

だ。
（大江健三郎「七万三千人の《子供の時間》」〔『サンデー毎日』1964 年 10 月 25 日号〕、

『1964 年の東京オリンピック』〔河出書房新社、2014 年〕より転載）

問５　下線部③について、この大会期間中に、中華人民共和国が核実験に成功したというニュー
スが世界に衝

しょう

撃
げき

を与えました。その一方で、日本は 1967 年に首相が非核三原則を表明し
て以来、現在でもこの原則を維

い

持
じ

しています。非核三原則とは何か、「核兵器を」という
書き出しで答えなさい。
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問６　下線部③について、1964 年の様子を示す写真として正しいものを、次のア〜エから一つ
選び、記号で答えなさい。

（写真はすべて日本文教出版『小学社会 6 年上』2017 年より）

問７　下線部④について、このころ社会福
ふく

祉
し

制度の整備も進みましたが、そのきっかけの一つは
1964 年に亡くなった朝日茂

しげる

の裁判でした。彼は、重い病気で入院生活を送っていましたが、
国から支給されていた生活保護の金額が少なすぎて生活が苦しかったため、憲法の生存権
の保障に違

い

反
はん

しているとして、国を訴
うった

えていました。
（１）下の文は、生存権の保障を定めた憲法の第 25 条の条文です。空らん  に入る

語句として正しいものを、下のア〜カから選び、記号で答えなさい。

　すべて国民は、  な最低限度の生活を営む権利を有する。

（ア）幸福で文化的　　（イ）幸福で人間的　　（ウ）安心で文化的
（エ）安心で人間的　　（オ）健康で文化的　　（カ）健康で人間的

（２）この裁判で訴えられた被
ひ

告
こく

は、生活保護をふくむ社会保障を担当していた省の大臣
でした。その省は、現在でいうと何省にあたりますか。正式名称を漢字で答えなさい。

（ア）

（ウ） （エ）

（イ）



― 3 ― ― 4 ― 

問８　下線部④の時期には、工業の発展が優先され
たため、各地で公害が問題になりました。四
大公害病の一つで、鉱山から流れ出たカドミ
ウムという金属によって神

じん

通
づう

川
がわ

の水や流域の
農地が汚

お

染
せん

された公害はどこで起こりました
か。その場所を、図表２のア〜エから選び、
記号で答えなさい。

問９ 下線部④について、日本の経済成長が進むにつれて、日本のお金である円の価値が高まっ
ていった結果、現在は 1964 年よりも大幅な円高となっています。1964 年のアメリカドル
と日本円について正しいものを、次のア〜エから選び、記号で答えなさい。（2020 年 10
月現在、1 ドル＝ 105 円ほど）

（ア）１ドル＝ 0.36 円 （イ）１ドル＝ 3.6 円
（ウ）１ドル＝ 36 円 （エ）１ドル＝ 360 円

問 10 下線部④について、高度経済成長は、工業の発展と輸出の拡大によってささえられていま
した。この時期にさかんに行われた、原材料を輸入して工業製品をつくって輸出すること
を何と言いますか。漢字で答えなさい。

問 11 下線部⑤について、オリンピック・パラリンピックの選手は国を単位として参加します。
ですが、2016 年のリオデジャネイロ大会では、外国で生活している様々な国の出身者を
集めた選手団が初めて結成され、東京 2020 大会でも結成される予定です。その選手たちは、
人種や宗教の違いによる迫

はく

害
がい

や紛
ふん

争
そう

・災害などから逃れるために母国をはなれた人々です
が、こうした人々を何と呼びますか。漢字２字で答えなさい。

問 12 下線部⑤について、近年のオリンピックでは、環境保護の取り組みが重視されています。
（１）2020 年７月、ある島国の沖合で日本の貨物船が座

ざ

礁
しょう

して燃料の重油が大量に流れ出
し、貴重な自然環境に深刻な汚

お

染
せん

を引き起こす恐れが出ています。その国名を次の
ア〜エから選び、記号で答えなさい。

（ア）モーリシャス　　（イ）セーシェル　　（ウ）モルディブ　　（エ）マーシャル
（２）東京 2020 大会では、「環境にやさしい大会」「環境都市東京」というスローガンがか

かげられています。その取り組みの一つとして、この大会で選手に与えられる金・銀・
銅メダルの製造に、今までにない方法がとられました。どのような取り組みなのか、
説明しなさい。

ア

イ

ウ
エ

図表２
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問 13 下線部⑤について、図表３は、東京 2020 大会のオリンピックとパラリンピックの競技と
種目の数を示しています。パラリンピックの競技数・種目数には、オリンピックとくらべ
てどのような違いがありますか。その理由も含めて、「パラリンピックは」という書き出
しで説明しなさい。

競技数 種目数
オリンピック 33 339

パラリンピック 22 540
図表３　東京 2020 大会の競技数・種目数

注）競技・種目の例として、陸上競技の種目の
　　１つに女子 100 m ハードルがある。
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【２】は次のページからはじまります。
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【２】次の文章を読んで、問いに答えなさい。

　感染症は、ウイルス・細
さい

菌
きん

などの病原体が体内に侵
しん

入
にゅう

することで引き起こされる病気です。疫
えき

病
びょう

や伝染病という表現が使われることもあります。身近な例ではインフルエンザがあげられます。
日本列島に暮らす人々はこれまでどのように感染症と関わってきたのでしょうか。
　感染症のなかで有名なものの一つに、天

てん

然
ねん

痘
とう

があります。この病気は、６〜８世紀頃にユー
ラシア大陸から日本へ渡ってきました。当時の日本は朝鮮半島の国との間で使節が行き来したり、
中国に遣隋使・遣唐使を派遣したりしており、そうした人々の移動にともなって感染症が持ち込
まれました。①奈良時代には天然痘と見られる感染症が大流行し、平城京では多くの人がこの病
気にかかって亡くなりました。②それ以来、天然痘は日本でたびたび流行し、多くの人が亡くなっ
ています。天然痘は死亡する確率が 20％をこえるとても危険な病気でしたが、③今までに人類
がただ一つ根絶に成功した感染症となっています。

コレラという感染症も、世界中でくり返し流行してきました。もともとはインドの病気だった
と考えられていますが、④世界の結びつきが進んだ 19 世紀に各地で流行をくり返しました。日
本で最初に流行したのは江戸時代後半の 1822 年で、⑤オランダとの貿易によって あ  に入っ
てきたか、朝鮮との貿易によって対馬に入ってきたかのいずれかのようです。その後は日本でも
くり返し流行し、⑥ 1877 年の大流行では１万人以上の人々が亡くなっています。
　日本列島の人々は、感染症にただ悩

なや

まされていただけではなく、これを乗り越えるために戦っ
てきました。これまで多くの日本人が感染症の研究に取り組み、世界的な功績を残しています。
たとえば、⑦ペストや破傷風の研究を行い日本の細菌学の父と呼ばれる い  は、その代表的な
人物です。私たちは、これからも真剣に感染症と向き合っていかなければなりません。
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問１　下線部①について、当時の天皇である聖武天皇は、741 年に次のような 詔
みことのり

を出しました。

近年は穀物の実りも豊かではなく、疫病もひんぱんにおこっている。……そこでひろ
く民のために幸福を求めたいと思った。……諸国に命じて各

おの

々
おの

七重塔
とう

一基を建立し、
金
こん

光
こう

明
みょう

最
さい

勝
しょう

王
おう

経
きょう

・妙
みょう

法
ほう

蓮
れん

華
げ

経
きょう

一部を写させよ。
（山川出版社『詳説日本史史料集（再訂版）』より、一部修正）

（１）聖武天皇の詔により、全国の国ごとに一つずつ建てられた寺院を何と呼びますか。
漢字で答えなさい。

（２）下線部について、この時代に権力をにぎっていた藤原氏の有力者もあいついで疫病
で亡くなっています。その後、平安時代に藤原氏の全盛期を築いて、次の和歌をよ
んだ人物の名前を漢字で答えなさい。

　この世をば　我が世とぞ思ふ
う

　望
もち

月
づき

の　かけたることも　なしと思へ
え

ば

問２　下線部②について、京都の祇
ぎ

園
おん

祭は、平安時代に疫病をもたらす神をしずめたり、疫病で
亡くなった人の霊をなだめるために始まりました。1000 年以上の歴史を持つ祇園祭です
が、室町幕府の将軍のあとつぎ争いから始まった戦いによって 30 年以上も中断していま
す。この戦いを何と呼びますか。

問３　下線部②について、戦国大名の伊
だ

達
て

政
まさ

宗
むね

は幼いときに天然痘にかかって右目を失明してい
たため、「独眼竜」と呼ばれます。彼が初代藩主となった仙台藩は、現在の宮城県を中心
としており、古くから漁業が盛んな地域です。

（１）宮城県で漁業が盛んな理由の一つは、沖合に暖流と寒流がぶつかる豊かな漁場があ
るためです。宮城県の沿岸を北から南へ流れ、栄養が豊富なことで知られる寒流の
名前を漢字で答えなさい。

（２）宮城県ではカキ、ワカメ、のりといった水産物の生産高が全国上位です。これらの
水産物は、まだ育っていない小さな状態から水そうや生けすの中で計画的に成長さ
せ、大きくなったところで出荷します。このような漁業のやり方を何と呼びますか。

問４　下線部③について、地球規模で人や物の移動が活発になった現代では、感染症の対策にお
いても国際的な協力がますます重要となっています。国際連合（国連）の専門機関のうち、

「全ての人々が可能な最高の健康水準に到
とう

達
たつ

すること」を目的として設立され、感染症対
策にも取り組んでいるのは何という機関ですか。漢字またはアルファベットの略称のいず
れかで答えなさい。
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問５　下線部④について、次のア〜オは、いずれも 19 世紀の外交に関する出来事です。古いほ
うから順番に並べかえなさい。

（ア）岩倉具視を大使とする使節団が欧
おう

米
べい

に派
は

遣
けん

された。
（イ）イギリスとの間で条約を改正し、領事裁判権（治外法権）を廃

はい

止
し

した。
（ウ）日米修好通商条約が結ばれた。
（エ）日清戦争が起こった。
（オ）ノルマントン号事件が起こった。

問６　下線部⑤について、
（１）空らん あ  にあてはまる場所を、図表 4 の地図のア〜エから一つ選び、記号で答

えなさい。
（２）図表 5 は、江戸時代に天然痘の予防接種をする人々の様子をえがいたもので、「蝦

え

夷
ぞ

種
しゅ

痘
とう

図」と呼ばれます。当時「蝦
え

夷
ぞ

」と呼ばれていた地域に暮らしていた民族の名
前を答えなさい。

問７　下線部⑥について、
（１）当時、日本は外国からやって来る船が伝染病を持ち込まないように、港で検査しよ

うとしました。この検査では、十日間のあいだ、船内の人や貨物を動かせないこと
になっていました。この検査に対して、イギリスが他国よりも強く反対したのはな
ぜでしょうか。図表６を見て、説明しなさい。

国名 入港数 日本の輸入額 日本からの輸出額
アメリカ 70 隻 1,736,781 円 5,232,322 円
イギリス 151 隻 15,679,111 円 6,319,522 円
フランス 29 隻 3,031,037 円 4,868,943 円

図表６　1877 年における日本への外国船の入港数とその国との輸出入額
（内海孝『感染症の近代史』〔山川出版社，2016 年〕より作成）

ア

イ

ウ
エ

図表４

敦子
テキストボックス
　　図表５は　　　　　著作権許可申請中のため掲載できません。　　　　
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（２）日本の決めた外国船の検査が完全に実施できるようになったのは、外国に認めてい
た領事裁判権（治外法権）が廃

はい

止
し

されてからでした。イギリスとの間で条約改正に
成功し、領事裁判権を廃止した日本の外務大臣の名前を漢字で答えなさい。

問８　下線部⑦について、次の図表 7 は、2024 年から発行が予定されている新しい千円札のデ
ザインです。この図にえがかれており、空らん い  にあてはまる人物の名前を、漢字
で答えなさい。

図表 7（財務省のウェブサイトより、一部修正）

問９　江戸末期から明治初期に流行したコレラという感染症は、新たに外国から持ち込まれた病
気で、当時の日本の人々の反応は様々でした。コレラ流行の原因について、「妖

よう

怪
かい

のせい
だ」、「長崎に来たアメリカ人のキツネが病気を持ってきた」といったうわさが広がりまし
た。この例をふまえたうえで、もし今後みなさんが新しい感染症に出会ったときに適切な
対応をとるためには、個人としてどのようなことに注意する必要があるか、説明しなさい。 

（以上）

図表８　「流行悪
あく

疫
えき

退散の図」（1880 年）
妖怪に見立てたコレラに人々が消毒液をふきかけている様子。

（「くすりの博物館」のウェブサイトより）






